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友 人の 保育実技の 観察 、 および観察され るモデル となることの 効 果

　 田 中幸代

（中村学園大 学）

【目的】

　友人 の 保 育実技を観察す る こ と、お よ び 観 察 され

る モ デル に な る こ との 効果 を検討 す る。

【方 法 】

1対 象者

　保育士 資格 取 得 希 望者 で 、保育実習指導 を受講 し

て い る 大学 3 年生 107 （女 101 、男 6）名。

2．対 象授業

　平 成 15年 5 月の 保育実習指導の 授業 8 回 （週 1

回 X2 ク ラ ス ）で 、保育実技 の 発 表 お よ び観 察を行

っ た 。

3．調査 の 概要

（1）保育実技 の 準備、自信 の 程 度 を 尋 ね る 質問

　友人の 保育実技観察前 と後 に、集 団 的 に 質問紙調

査 を行 い 、保育実技 （8 内容 …　 「素話 」、「絵本 」、

噛 己紹介
・お 別れ の プ レゼ ント」、「手遊 び ・アイヂ ア遊

び 」、「紙芝居 」、「ペ ープサ
ー

ト」、「カ ッ プ （う ちわ 、

等） シ ア ター
」、「エ プ ロ ン シ ア ター

」）に つ い て、実

習 に 向 け て の 準備 の 状況 、自信 の 程度を尋ね た。回

答 選択肢 は 、「L ま っ た く準備 して い な い （まっ た く

自信 が な い ）」 か ら 「6 ．十 分 準 備 して い る （大変自信

が あ る）」 ま で の 6 段 階 の 自己 評定 で あ っ た。

（2）示 範 し た保 育 実 技 につ い て 尋 ね る 質問

　各 学生 が 保 育 実 技 を 示 範 した 直後に 、質 問 紙 を配

り、「発 表 に 対す る観察者 （ク ラス ）の 反応 は ど うで

あ る と感 じ ま したか ？」「発表 に対 す る あなた 自身 の

評価 は ど うで すか ？」
．

「あ なた は、発表 の た め の 準

備 ・練習に どれ 位熱心に 取 り組み ま した か ？」「あ な

た は 、発表 の た め の 準備 ・練習 に お よ そ どれ 位 の 時

間 を か け まし た か ？」 の 4 項 目に っ い て 尋 ね た。最

初 の 3 項目の 回 答選 択 肢 は 、「L ま っ た く〜ない 」か

ら 「6．大変〜で あ っ た」 まで の 6 段階 の 自己 評定で

あっ た。最後 の 項 目に つ い て は、具体的な時間を記

入 して もらっ た。

【結果】

1、保育 実 技 観 察前後 の 準備お よび 自信 に つ い て

　観察前後 の 準備得点 平 均 値 は 表 1 の とお りで あ っ

た。示範経験を被験者間要因、内 容 、前 後 を被験者

内要因とし て 3要 因 の 分散分析を行 っ た。そ の 結果、

内容 （Fa ，595）＝122，14，R ．005）と 前後 の 主効果 （F
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表 2．観察前と観察後 の 自信得点平均値 （SD ）と多重比 較の 結果
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　（F（49，595）三2．35，
R ，005）が有意で あ っ た 。 示範経

験別 の 前後 の 得点に 差 が 見られる か 否か の 多重 比較

の 結 果 は 、表 1 に 示 す とお りで あ っ た。

　 観 察 前後 の 自信得点平均値 は 表 2 の とお りで あ っ

た 。示範 経 験 を被 験 者間 要 因、内容、前後を被験者

内 要因 と して 3 要因の 分 散分析 を 行 っ た。その 結果、

内容 （F 存，595）＝ 12L86，
R ．005）と前後 の 主効果 （F

（1，85）＝ 86．52，P 〈 ．005 ）、示 範経験と前後（Rf49，595）＝

5．04，き ．005）、内容と前後（揃 ，595）＝ 21．28，li　．005）、

示 範 経 験 と 内 容 と 前 後 の 交 互
「
作 用

　（．P（49，595）； 11．19，R ．005） が 有意 で あ っ た 。 示 範

経験別 の 前後 の 得点に 差 が 見 られ る か 否か の 多重比

較 の 結果 は 、表 2 に 示 す とお りで あ っ た、

2E デ ル の 自信 に影 響を及 ぼす要 因に つ い て

　 モ デル の 示 範内容 に つ い て の 自信 に 影響 を及 ぼ す

要 因 を検討す るた め に、示 範 し た 内容 の 自信 の 程度

を従属変数と し、示範後に 自己評価させたクラス 反

応 、自己評価、熱 心度、練習時 間を独 立変数 と して

重回 帰分析 を行 っ た。そ の 結果 は、表 3 に示 すとお

りで あっ た。
モ デ ル の 自信 に 正 の 影響を及 ぼ す要因

は 、ク ラ ス 反応 と練習時間 で あ つ た。

表 3．　 自信 を従属変数 と した 重回帰 分析の 結果
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主 効果 」 が有意で あ っ た こ とか ら、友人の 保育実技

を観察す る こ とに よ っ て 、準備や 自信 の 程度 が 高ま

っ たとい えよう。た だ し、厂前後と内容 と示範経験 の

交互作用 」も有意であっ た こ とか ら、観察の 効果は、

示範経験や 内 容 に よ っ て 異なる。示 範経験 と内 容 と

前後 の 多重 比較の 結果 か ら、内容 の 「素話」 「ペ ープ
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つ い て は、観察す る だけで は十 分とい えず、
』
モ デル ・

とな り示 範す る こ とに よっ て 、準備や自信 の 程度が

高 ま る と考 え られ る。

2，モ デ ル の 自信に 影響 を及 ぼす 要 因 に つ いて

　示範す るこ とによ っ て、示範 した内容につ い ての

自信は 高 ま る が、モ デル 自身が 示範に対す るク ラ ス

の 反応が良い と感 じる こ と、また、示範の 準備に 十

分時間をか け る こ とで 、
’
モ デ ル の 自信 は さらに 高く

な る と考え られ る。

一 759 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


